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東大教養 阿 部 龍 蔵

若手夏の学校の全体講義を終えて翌日登校 したところ,波田野氏からタロちゃんが死ん

だらしいというショッキングなニュースに接 した｡まさかと,そのときわが耳を疑ったが,

羽田空港で浅野氏の遺骨をお迎えし,彼はついに幽界に旅立ったか,という実感を身にし

みて感 じた｡私 と浅野氏との接触は非常にこかったといえるし,あるいはうすかったとい

えるかもしれない｡少 くとも,物理学の面においては,同じ頂上を目指す, しか し違った

道を歩 く二人の学徒 として,極めて密接な関係をもっていたに違いない｡だが,私は彼の

個人的な面についてはほとんど無知に近かった｡もっとも, ときどき彼のもらす不平 とい

うか,つぶやきというか,彼の本心からの告白 (?)らしきものを耳に したことはあるが｡

タロちゃんが亡 くなったとい うことが確実になってから,彼が渡米直後にくれた手紙の

ことを思い出 した｡彼は若干筆不精のようで,駒場の物理教室にもそれほど記録が残って
ド

いないらしいので,あえてその全文を紹介したい｡

1971. 9. 20.

｢ごぶさた致 してお ります｡家の都合であわただしく発ちました為ごあいさつにも参 ら

ず失礼いたしました｡こちらの生活にもやっとなれて参 りました｡言葉であま り困らなか

ったのはむ しろ意外なくらいで した｡勿論下手で hearingは全 くだめなのですが,こちら

の話す事は何 とか通 じます し,聞取れない時は向 うがくり返 してくれますので,結局通 じ

ます｡ Ⅰnstituteは Eternalが少 く, Dyson,Regge と他にプラズマをやっている人

がいるくらいでこじんまりしています｡

東部の町だけあって,やたらとお行儀がよくて気づまりな事です｡会議室にはPauliの

像が悦んでいます し,図書室にはEinsteinの人を喰った様な胸像があって,四方をかこ

む高いくすんだ色の本棚の前に立っ と,何か圧倒され る感 じです くんで しまいます｡日本

にいた時は科学史上の人物だと思っていた人々がこちらでは身近にいるのも何 とも圧迫感

を感 じてしまいます｡おまけに, Dysonが考えてみろといった問題がむずか しくて参っ

ています｡解ければ面白い問題だと思いますが,どうだかわかりません｡先生が向いの部
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屋で,早く来ておそく帰るので,私も遅こくや早帰 りは具合が悪 く,生れて始めて,一 日

ちゃんと部屋にいます｡何か面白い事があったらお教え下さい｡｣

この手紙 をもらって,私は多分,その返事を出さなかったと思 う｡今となってはいたし

方ないこ~とであるが,折角アメリカから便 りをくれたのに,それに対 して何もしなかった

自分の怠慢さをきびしく自己批判 したいと思 う｡

今から3年ほど前,私の研究室で相転移に関するセミナ リーをすることにした.音頭取

りは永井克彦氏 (当時現在東大教拳 )で,御常連は八幡英雄氏 (当時東大理,現在広島大

哩 ),高橋実氏 (当時東大理,現在阪大教養 ),五十嵐儀孝氏 (当時現在東大理 )~,三村

征雄氏 (当時東大教養,現在東芝 )それに浅野太郎氏であった｡このセミナ リーは,大体

半年ほど続いたが,いわゆる東大紛争で,いささか空っぽになった私の頭月削こ,物理学の

新 らしい息吹きを吹きこんでくれたし,とにかく何かをやろうという意欲 を湧き立ててく

れた｡また,当時,教室主任をやっていた自分にとって,物理に按する唯一の機会だった

といっても過言ではあるまい｡

このセミナ リーで,浅野氏は生徒の一人であった｡彼は Ruelleの教科書にある分布関

数に関する難 しい話をしてくれたし,また, Ginibre の群論を使った難解な理論を紹介

して くれた｡セミナ リー以外にも,ときどき私の部屋を訪れ,"なにか面白いプレプリン

トはありませんか"とききに来たこともある｡今から考えると,ちょうどその頃,彼の頭

脳は,Heisenberg模型-のLee-Yang定理の拡張という-大事業に占領されていたに

違いない｡私の部屋に来るのは,たまにはリクリェ-ションをしようといった気軽な気持

からであったろう｡その彼が,不幸,交通事故で他界したのはかえすがえすも残念至極で

ある｡

浅野氏は,奇行で有名な男でもあった｡物理屋という者は,大体,平均的な人間から見

れば変人には違いないだろうが,彼の場合,その度合いが相当ひどかったように思える｡

しか し,それはまた逆に彼が非凡な才能の持主であることの反映であったかもしれない｡

とにか く,彼塾よしきにつ滋 野 きにつけ,常識を相当に超越する人間であったoそれが

故に, Lee-Ya事 理の拡張というような大きな仕事ができたのであろうOかかる優秀

な人材が,われわれの眼前から消えて しまったのは,なんとも残念なことである｡

臨界現象の研究が大きな転機を迎えっつある今は,いささか-そ曲りな故人が生存 して

いたら,貴重な意見が聞けたであろうと期待するのは私一人であろうか｡今でも,コツコ
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ツと ドアをたたき, "先生なにか面白いことはありませんか"と彼が私の部屋に入ってく

るような気が してならない｡タロちゃんよ,安らかに眠 り給え｡

浅 野 太 郎 さ ん の こ と

神奈川大 ･工 ･物理 大 成 逸 夫

･八月も終 りの或る暑い日,電話で｢今カライッテキマス,ヨロシク｣とのみ拙宅に伝言

を残されて,浅野さんはプリンス トン-出達されました｡普段と変らぬや 甲ゝ高い声の早

口でしゃべられたそ うですが,道で擦れ違った時の如 くに簡潔な挨拶由 ま,いつものこと

ながら､に感心 させられ ました｡単刀直入で修飾語を除いた表現法,それは浅野さんの特徴

の-でありましょう｡

いつの事で したか,大学院生が集って強磁性の何かについて議論をしていた折に,浅野

さんがフラリと入ってこられたので,質問をしましたところ,｢磁石力 ! ヨク判 ラン｣

と言われただけでした｡大学院の初学年の人達に較べれば,遥かに造詣が深 くて いらっし

ゃるにもかかわらず,決 して恩はせ振 りをなさりません｡もしその時,人々がするように,

"誰それの理論はこうで,結果はかくかくしか じか ",という具合に説明 して下 されば,

居合わせた大学院生を満足させるには充分でありましたでしょう｡ しかし,今にして思い

ますと,｢判ラン｣の一語の持つ意味の方が随分と重く感ぜられます｡

駒場の物性コロキウムでは,当然の事ながら,所謂多体問題的な物性論の話が多 くあ り

ます｡その中で,浅野さんの話 し振 りは一風変っていまして,必ずと言って良い程,定理

が強調されていたように記憶 しています｡ (浅学な筆者には浅野さんの物理学について評

する資格はありません｡ )手元にあるコロキウムノー トを繰ってみますと,例えば,

｢He3 の比熱 ｣について議論されたときには∴Ward identityを出発点にされています

し,｢Ferrili流体の基底状態｣について話された際には, Virial定理,エルゴ- ド定理,

そ して1/k2定理を用いてその安定性を論 じられていますo亦,｢相転移の理論｣を展開さ

れた折には, Landau流の orderparameterは, compactなLie群であればそれを常

に選択できること,を中心的な主題として, Gol､dstoneの定理,H'61derの不等式など,
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